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冴
代
曾
訂
叶
抱
一
の
万
法
論
的
一
考
察

近
代
曾
計
皐
の
方
住
論
的

t土

し

き

カミ

「
曾
計
墜
と
ゆ
F

ウ
術
語
も
、
ど
う
や
ら
骨
識
に
な
っ
ζ

来
た
が
、
そ
れ

で
も
年
輩
の
人
古
か
ら
伝
往
々
曾
計
麟
た

E
と
い
ム
墜
阿
が
あ
る
の

eす

か
な
ぞ
と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
だ
/
¥
こ
ん
な
人
達
が
居
る
と

と
を
思
う
と
舎
前
阜
の
普
及
に
一
段
と
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
切
質
に

4
4

へ
さ
せ
ら
れ
る
。
」

こ
れ
は
、
今
か
ら
十
士
一
年
ほ
ど
前
に
長
谷
川
安
兵
衛
氏
に
上
っ
て
一
五
わ

れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
と
の
言
葉
は
今
日
也
な
お
以
前
と
は
違
っ
た
意
味

で
曾
計
閥
単
の
世
界
仁
生
き
て
い
な
い
だ
ろ
r

っ
か
。
官
計
撃
の
そ
の
伎
に
於

け
る
普
及
と
後
述
と
が
、
「
曾
計
墜
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
r

っ
こ
の
-
一
個
の

間
い
を
、
曾
計
間
出
者
自
身
の
問
題
と
し
て
来
て
い
ゐ
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
私
は
小
稿
で
、
合
計
構
内
研
容
に
志
し
て
な
お
目
的
溶
い
者

の
一
人
と

L
て
、
ケ
一
の
聞
い
を
近
代
合
計
思
の
方
法
論
の
領
域
に
投
げ
か

け
て
み
よ
う
と
思
う
。
研
究
方
法
論
の
間
関
と
そ
、
凡
て
の
昼
間
研
究
者

第
七
一
二
苦

沼
田
結

ヨ王
ノミ、

考
察

t酉

井

文

雄

。

が
そ
の
研
究
泊
程
で
絶
え
ず
反
省
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
一
個
の
課
題
が

か
ら
で
hb
る。

私
付
、
と
れ
を

ω曾
計
畑
中
の
単
向

t
性
格
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
て
、

ω研
究
劉
説
的
問
題
、
同
研
砦
方
法
的
問
問
予

ω研
究
同
点
の
問
題
正
遂

弐
追
跡
し
ζ

い
く

oZJ強
土
誤
解
の
点
は
、
話
先
生
方
の
御
示
訟
を
仰

ず
度
い
と
思
ラ
。

削
長
谷
川
安
兵
衛
、

「
曾
計
雨
明
」
、
一
一
一
頁
。

曾
計
問
問
中
方
法
陥
の
大
前
提
Ir
し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
，

曾
計
障
は
一
体
如
何
な
る
草
附
領
域
に
所
幽
す
る
の
か
と
い
p
h
J

問
題
で
あ

る
。
守
し
て
と
の
問
閣
は
、
A
U

同
一
叶
墜
が
一
個
の
理
論
科
態
と
し
て
成
立
L

7
る
も
の
な
の
か
、
或
は
ま
た
一
伺
の
技
術
論
と
し
て
成
立
す
る
も
の
な

の
か
と
い
う
問
い
で
も
あ
る
。
今
日
の
合
計
筆
者
は
、
そ
の
大
部
分
が
曾

計
単
の
吐
舎
科
墜
と
し
と
の
成
立
を
謡
歌
し
て
い
る
か
に
見
え
ふ
。
然
L



乍
ら
、
と
の
問
題
は
、
曾
計
開
阜
の
皐
問
と
し
て
の
存
立
は
今
日
一
体
ど
こ

に
そ
の
根
按
を
お
い
て
い
る
の
か
と
い
う
反
省
な
し
に
は
説
明
さ
れ
な
い

の
で
あ
る
。
げ
た
か
ら
し
て
、
今
日
の
脅
計
四
時
F
J
n

達
町
ゅ
う
社
人
間
間
科
墜
と
し

亡
の
曾
一
町
墜
は
そ
の
制
作
見
と
の
偉
容
止
も
拘
ら
ず
、
モ
の
内
容
の
穴
一
一
服
さ

を
級
い
っ
く
せ
な
い
の

E
あ
る
。

ゴ
士
、
凡
グ
は
、
彼
の
曾
計
単
に
闘
す
る
著
書
の
な
昨
で
、
科
間
半
に
つ

い
亡
宍
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
b

即
も
、
「
吋
門
閥
単
は
間
賞
の
認
識
で
あ
り
.

依
設
の
な
い
質
理
の
闘
明
で
あ
る
。
科
皐
は
臼
然
か
ら
モ
の
秘
密
を
単
い

成
り
、
存
在
と
生
成
の
原
因
を
設
見
し
、
こ
れ
ら
に
#
品
一
安
営
的
な
表
現

を
興
ラ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
科
墜
位
、
そ
れ
が
車
に
僧
院
や
聖
日
粛

に
於
て
忠
騨
的
に
取
扱
わ
れ
る
に
止
ら
ず
、
民
衆
の
申
ま
で
持
ち
出
さ
れ

る
と
き
、
た
ロ
拍
象
的
な
白
鶴
芭

L
る
だ
け
さ
な
〈
行
筋
に
ま
で
移
さ
れ

る
と
き
、
そ
の
一
個
利
を
晴
朗
ら
ず
認
識
が
個
人
と
全
体
と
の
幸
一
一
幅
の
保
授
の

た
め
に
利
用
せ
ら
れ
る
と
き
、
初
め
て
そ
れ
は
文
佑
の
推
進
者
と
な
り
、

人
引
と
て
つ
直
観
挫
に
感
情
の
純
化
を
促
し
、
そ
の
性
格
を
帰
成
し
、
正

し
い
人
道
的
世
曾
組
織
に
貢
献
す
る
。
」
と
U

彼
は
ま
た
、
技
術
或
は
技
術
論
に
つ
い
て
弐
の
よ
う
に
い
に
J

G

即
ち
、

「
我
々
は
我
々
が
知
覚
し
た
も
ろ
も
ろ
の
現
象
を
忠
博
的
に
厩
担
し
亡
、

債
む
、
自
然
並
に
物
と
事
象
と
の
性
質
、
自
然
生
起
の
詰
現
嘆
の
因
果
的

繋
り
の
釈
誌
を
な
し
亡
い
る
法
瑚
を
一
一
組
一
識
す
る
。
こ
の
認
識
か
ら
美
な
る

も
の
、
主
聞
な
る
も
の
及
び
有
用
な
る
も
の
の
達
成
ド
必
要
な
手
段
を
玩
供

す
る
原
則
が
導
き
出
き
れ
る
。
此
種
の
原
則
の
定
立
が
技
術
若
し
く
は
投

近
代
曾
計
堕
の
方
法
論
的
一
考
察

術
論
の
任
務
で
あ
る
が
、
此
の
概
念
は
貰
践
的
な
行
篤
そ
の
も
の
を
意
味

す
る
の
で
は
な
く
、
合
目
的
作
憶
の
原
別
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
叫
」

E
C

私
仕
ζ
l
込
で
柱
、
右
目
曾
計
日
間
中
若
コ
ム
ベ
ル
グ
の
云
う
科
墜
と
技
術
に

針
ず
る
考
え
方
を
呈
示
し
て
、
多
〈
の
曾
計
間
半
者
逮
が
主
張
す
る
祉
曾
科

目
阜
よ
し
て
の
曾
計
鮮
の
詔
歌
え
の
疑
問
の
言
葉
に
代
え
る
。
モ

L
て
、
そ

れ
は
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
反
省
を
通
巳
亡
の
一
個
の
祉
曾
科
撃
と
し
亡
の

理
論
曾
計
間
半
形
成
え
の
願
レ

E
も
あ
る
。
今
日
凡
て
の
曾
計
四
平
者
が
、
賞

に
ζ

の
よ
う
な
社
曾
科
串
と
し
亡
の
曾
計
塑
形
成
の
た
め
町
陣
痛
を
暁
わ

っ
℃
い
泊
わ
け
で
あ
る
。
「
方
法
の
問
問
」
と
し
亡
の
曾
許
阜
の
模
荒
や
「
計

叡
管
理
論
」
と
し
て
の
曾
計
四
阜
の
模
一
一
隅
も
、
或
は
と
う
い
っ
た
共
通
の
問

題
を
一
一
揖
め
て
の
肢
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
忘
れ
亡
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
今

日
の
吐
ん
習
で
は
曾
計
技
術
論
え
の
大
き
な
誘
惑
が
凡
ゆ
る
遣
で
曹
一
計
醇
者

hr
待
ち
伏
せ
て
い
る
と
い
r
h
J
ζ

と
で
あ
品
。
か
く
し
て
、
曾
計
堕
者
は
そ

の
研
斡
過
程
に
於
て
、
組
え
ざ
る
方
世
論
え
の
反
省
を
要
請
さ
れ
る
。
何

故
な
ら
、
研
究
針
象
や
研
究
方
法
或
は
研
究
蹴
点
目
方
法
論
的
反
省
己
そ

、
吐
A
J

同
科
皐
と
し
て
の
曾
計
態
研
究
の
コ
ー
ス
を
正
し
〈
照
閉
す
る
に
違

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

山
黒
津
清
「
近
代
曾
計
皐
」
、
五
頁
。
阪
本
安
一
「
曾
計
阜
の
性
格

と
企
業
曾
計
の
公
準
」
(
企
業
曾
計
昭
和
二
七
年
二
月
号
)
。

ω
ゴ
ム
ベ
ル
グ
「
曾
計
皐
方
皐
論
」
(
伊
藤
正
一
躍
、
ニ
九
|
一
三

E

J

m

同
右
、
四

O
頁。

ω
自
国
中
稲
一
「
勘
定
問
宇
説
研
究
」
、

=
0頁。

ω
大
掛
俊
郎
「
曾

品
計
堕
に
お
け
る
論
理
に
悶
ナ
る
一
考
察
」
(
図
民
経
済
雑
誌
・
昭
和

第
七
十
二
巻

四

第
四
鼠

五
九



近
代
曾
計
閥
単
町
方
法
論
的
一
考
察

二
八
年
三
月
号
〕
。
刷

畠
中
幅
一
二
回
掲
書
、
二
九
一
一

5
頁
Q

曾
計
日
惜
の
叶
究
封
裂
の
決
定
は
、
そ
の
方
法
論
的
誘
悶
の
R
F伺
の
課
題

で
あ
る
。
曾
計
阜
の
特
有
の
研
究
針
設
を
朗
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
一

個
の
昼
間
領
域
と
し
亡
の
曾
計
阜
の
成
立
に
基
礎
を
具
え
る
も
の
主
な
る

か
ら
で
あ
る
。
所
が
、
曾
計
阜
の
墜
問
的
性
格
に
つ
い
て
は
口
喧
し
い
曾

許
瞳
者
も
、
こ
と
と
の
問
題
に
な
る
と
固
く
口
を
つ
「
ん
で
多
〈
を
詰
ろ

う
と
は
し
な
い
。
裁
は
、
と
の
謹
に
曾
計
患
の
置
髄
に
ふ
れ
る
問
題
が
含

ま
れ
℃
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
午
、
し
亡
、
私
は
、
従
来
の
世
田
計
四
宇
者
の

こ
の
背
誼
に
つ
い
て
の
説
明
は
強
い
ζ

こ
れ
を
分
間
明
ず
る
な
ら
ぽ
、
共
の

三
つ
の
系
統
に
分
額
さ
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
と
恩
ラ
。

第
一
の
来
枕
に
周
ず
る
見
解
は
、
個
別
企
業
と
そ
の
中
に
於
付
る
曾
計

と
を
一
体
と
し
て
理
解
す
る
見
解
で
あ
り
、
「
資
本
の
循
環
過
程
」
や
「
利

潤
授
生
の
現
貰
過
程
」
を
以
こ
曾
計
阜
の
研
究
剖
象
だ
と
す
る
見
解
で
あ

る
。
と
の
田
畑
解
は
畠
中
幅
一
氏
や
天
野
恭
価
畑
氏
に
代
表
さ
れ
る
見
解
で
あ

る
が
、
「
糧
管
活
動
」
や
「
岡
田
値
判
断
に
表
現
さ
れ
た
具
体
的
な
趨
商
現

象
」
を
以
亡
曾
計
阜
の
研
究
針
象
だ
と
さ
れ
る
阪
本
安
一
氏
や
プ
ム
ベ
九

グ
J
U
昆
解
も
こ
の
系
列
に
厨
ず
る
も
の
で
込
ろ
う
。
こ
の
系
統
の
見
解

は
、
個
別
企
業
と
そ
の
曾
計
と
を
全
〈
混
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
亡
器
管
鎮

の
研
究
針
象
と
曾
計
同
学
的
研
究
封
裂
と
を
同
一
蹴
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
か

と
い
ラ
点
で
、
私
に
は
提
聞
が
残
る
。

第
七
十
二
佐
官

五

第
四
続

~ ，、
O 

第
二
の
系
統
に
岡
崎
す
G
見
解
は
、
曾
計
胤
干
の
研
究
町
家
を
個
別
企
業
そ

の
味
。
に
で
は
な
く
、
か
ふ
る
個
別
企
EEm
の
中
で
の
曾
計
の
持
つ
特
殊
性

に
求
め
よ
ラ
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
帝
列
に
屈
す
る
見
解
は
曾
計
四
阜

の
研
究
針
泉
を
曾
計
の
持
つ
特
殊
性
の
中
に
求
め
よ
P

っ
と
す
る
点
で
は
共

通
点
を
持
っ
て
い
る
が
、
か
ミ
る
特
殊
性
を
何
に
よ
っ
て
理
解
す
る
か
に

よ
っ
て
宍
の
よ
う
な
多
様
な
も
の
正
な
っ
て
い
る
。

山
ま
づ
、
一
個
の
記
銭
計
算
方
法
と
し
て
の
曾
計
方
法
を
重
刑
事
白

研
究
判
奨
た
と
さ
れ
る
同
部
利
良
氏
の
児
解
を
み
よ
う

c
mち
、
氏
は
し

ヲ
「
曾
計
寧
と
は
、
き
わ
め
て
一
般
的
に
い
う
な
ら
ば
、
個
別
資
本
町
循

端
泊
程
に
お
け
る
憤
値
り
記
録
計
算
の
方
法

l
そ
し
て
こ
れ
を
曾
計
五
法

と
呼
ぶ
な
ら
ぽ
ー
'
な
わ
ち
曾
計
方
法
を
研
究
針
象
と
ず
る
串
間
で
あ
る

と
淵
定
ナ
る
。
」
と
。
私
も
今
の
所
、
曾
計
阜
の
研
兜
針
象
は
こ
の
過
に

求
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
ω

け
れ
ど
も
、
己
れ
に
つ
ど
く

氏
の
芭
計
方
法
に
於
り
る
三
要
素
の
考
え
方
に
は
未
だ
疑
問
を
残
し
て
い

る。
町
弐
は
、
研
究
関
車
を
「
株
式
曾
祉
の
曾
計
組
織
ー
一
に
求
め
ら
れ
る

木
村
和
三
郎
氏
の
見
解
と
、
と
れ
を
「
企
業
の
計
算
制
度
」
に
求
め
ら
れ

る
末
松
玄
六
氏
の
見
解
と
で
あ
る
。
末
桧
氏
は
、
研
究
針
象
が
「
企
菜
の

計
算
制
度
」
で
あ
る
と
ゅ
う
点
を
更
に
牧
師
叫
さ
れ
て
、
「
警
本
の
術
環
通

謹
の
司
監
的
把
撞
の
原
理
並
に
拍
湿
の
仕
方
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
合

崎
堅
二
氏
の
い
わ
れ
る
「
制
度
理
祢
」
も
、
或
は
こ
れ
に
近
い
も
の
か
と

息
わ
れ
る
G

何
れ
に
し
℃
も
、
と
り
種
の
見
解
出
、
現
状
で
の
最
も
無
鑓



な
田
川
内
均
針
象
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
な
い
か
と
思

E
O

m
曾
計
撃
の
研
究
針
裂
を
曾
計
の
持
つ
特
殊
性
に
求
め
る
第
三
の
見

艇
は
、
長
谷
川
安
兵
衛
氏
に
代
表
さ
れ
る
一
個
の
見
解
E
あ
る
。
氏
は
、

研
究
軒
換
を
「
曾
計
主
が
に
蹄
鴎
ナ
る
財
産
の
僅
値
的
嬰
化
を
表
わ
す
泡

去
か
ら
未
来
に
及
ぶ
数
字
」
だ
と
古
れ
る
。
然
L
、
問
題
り
曾
計
撃
の
研

究
針
突
と
す
る
も
の
は
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
な
験
字
そ
の
本
の
で
は
な

く
、
か
ふ
る
数
字
の
内
容
と
性
質
だ
と
レ
ラ
こ
止
で
あ
る
。
而
も
か
ふ
る

数
字
の
内
容
と
性
質
と
は
、
氏
の
い
わ
れ
る
よ
r
つ
な
企
菜
主
体
に
開
園
す

る
財
査
が
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
琶
の
見
解
が
極
限
さ
れ
る
時
、

数
阜
の
一
分
科
と
し
て
の
曾
計
堕
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
令
。

第
二
の
系
統
に
国
ず
る
見
解
は
、
有
の
他
に
も
多
額
多
様
で
あ
る
。
例

え
ば
、
A

官
官
計
の
持
つ
管
理
的
諸
機
能
を
曾
計
翠
の
研
究
針
象
だ
と
す
る

門
司
σ。
巴
に
代
史
さ
れ
る
鬼
解
も
、
こ
の
来
続
に
属
す
る
も
の
と
し
亡

よ
レ
で
あ
ろ
う
G

曾
計
回
目
干
の
研
究
針
象
に
閥
ナ
る
近
代
曾
計
堕
者
の
諸
見
解
は
、
大
要
右

の
如
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
私
に
は
残
念
乍
ら
、
右
の
よ
づ
な
詰
見
悼

の用

Y
一
れ
一
つ
を
と
っ
て
見
℃
も
、
世
田
討
単
が
一
個
の
調
立
し
た
科
事
と

し

τの
自
己
を
主
張
し
ラ
る
よ
う
な
止
蛍
な
根
擦
は
見
出
せ
な
い
よ
r
つ
に

恩
わ
れ
る
。
そ
し
亡
問
題
は
、
今
後
の
曾
計
阜
の
行
〈
ペ
含
方
向
と

L
E

研
究
町
市
域
り
純
伯
が
い
ぜ
ん
と
し
て
浅
さ
れ
て
い
る
と
ゅ
う
と
主
で
あ

る。

品
中
喜
一
、
前
掲
書
、
ニ
包
具
、
一
ニ
七
頁
。
天
野
恭
篠
「
企
業
委

近
代
曾
計
拍
車
の
方
法
論
的
一
考
察

¥ 

本
と
勘
定
理
論
」
(
経
商
論
纂
・
昭
和
二
七
年
主
月
号
)
匂

的
凶
阪
木
安
一
、
前
掲
論
文
。
'
プ
ム
ペ
刀
グ
二
…
削
…
調
書
、
二
二
七

lλ

頁。

問
岡
部
利
良
「
曾
計
躍
の
担
論
的
性
格
」
諮
問
計
、
昭
和
二
七
年
↑
耳
号
)

川
町
木
村
和
三
郎
「
宮
計
民
」
(
斡
南
町
内
十
円
研
究
入
門
・
日
本
一
一
評
論
枇
・

昭
和
二
八
年
三
月
)
。

州
出
来
樫
玄
六
「
極
営
間
半
と
曾
計
間
半
を
寧
ぶ
た
め
に
」
(
組
問
評
論
、

昭
和
二
包
年
四
月
阜
)
。

ω
合
崎
堅
三
「
近
代
侶
と
曾
計
」
(
曾
計
、
昭
和
二
六
年
一
一
月
号
)

的
夫
人
廿
川
安
兵
衛
二
一
間
損
害
、
五
頁
c

川
間
プ
ム
ベ
ル
グ
、
的
損
害
、
一
一
一
一
一
頁
Q

曾
計
阜
の
方
法
論
的
説
明
の
第
-
の
課
題
、
研
究
方
法
の
問
題
で
あ

る
oγ

切
で
し
て
、
邑
MM

妙
な
こ
と
に
は
J
」
句
研
究
方
法
的
問
題
に
射
し

τも、

殆
ん
ど
大
部
分
の
A

官
計
翠
者
は
と
れ
と
賢
正
面
か
ら
取
り
組
ま
う
と
は
し

な
い
の
で
あ
る
。
私
は
と
L

で
は
、
畠
中
氏
に
従
つ

τ、
曾
計
阜
の
研
究

方
法
を
山
鹿
史
的
・
現
質
的
・
綿
体
的
・
動
態
的
方
法
と
、
問
非
歴

史
的
・
形
式
的
・
個
別
的
・
静
態
的
方
法
と
の
一
一
つ
の
系
統
に
分
類
し
亡

考
え
ζ

み
た
い
F
思
う
。

第
一
に
歴
史
的
・
現
瞳
的
・
線
体
的
・
動
態
的
方
法
に
つ
い
亡
Y
あ
る

が
、
己
の
と
と
に
つ
い
て
言
の
畠
中
氏
は
弐
の
よ
ラ
に
い
っ
て
い
る
。
即

ち
、
「
歴
史
的
方
践
と
は
理
論
の
極
史
性
を
認
め
て
、
現
在
世
舎
の
最
も
支

臨
的
関
係
た
る
整
本
主
義
的
鶴
湾
関
係
を
針
象
と
な
し
、
と
れ
の
み
を
把

第
七
十
二
巻

ィ、

第
四
競



近
代
曾
計
撃
の
方
担
論
的
一
考
察

握
し
う
る
理
論
を
形
成
せ
ん
と
ナ
る
方
法
芭
あ
る
。
現
賓
的
方
ほ
と
は
何

等
の
理
論
的
体
系
を
前
提
と
せ
ず
し
て
、
先
づ
第
一
に
具
体
的
現
質
関
係

を
我
々
の
研
究
の
出
立
点
と
な
し
、
こ
れ
よ
り
理
論
を
抽
出
す
る
方
法
で

あ
っ
亡
、

yc
れ
は
同
時
に
具
体
的
方
法
で
あ
る
。
線
体
的
方
法
と
は
一
個

の
統
一
体
と
し
て
の
資
本
循
環
過
程
全
体
を
針
象
と
な
し
、
斯
る
総
体
的

関
係
か
ら
理
論
を
形
成
す
る
方
法
で
あ
る
。
動
態
的
方
法
と
は
資
本
循
環

の
動
的
方
面
、
即
ち
市
小
叶
過
程
を
理
論
の
出
立
点
と
す
る
方
法
で
あ
る
よ

と
。
こ
の
系
統
に
闘
す
る
研
究
方
訟
を
主
張

f
ゐ
曾
計
閥
単
者
と
し
て
木
村

和
一
二
郎
氏
が
あ
る
。
氏
は
と
れ
を
、
「
曾
計
撃
の
研
究
方
法
と
し
て
特
有

の
も
の
ね
な
い
。
曾
計
寧
が
止
歯
科
事
と
と
に
留
酒
阜
の
一
分
科
で
あ
る

趨
賛
同
位
済
皐
に
周
ず
る
盛
叫
で
あ
る
以
上
、
思
筒
堕
肢
に
適
用
す
る
研

究
方
法
伴
、
そ
の
ま
L
も
つ
ζ

舎
計
年
に
適
用
さ
れ
う
る
の

E
あ
る
。
経

済
問
早
り
研
究
方
扶
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
『
分
析
』
と
『
綜
合
』
が
曾

計
四
宇
の
研
究
方
訣

E
あ
り
、
と
れ
以
外
に
は
あ
り
え
な
は
。
」
と
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
ゴ
ム
ペ
ル
ケ
も
こ
の
仕
析
と
綜
合
を
曾
計
阜
の
研
究
方
法
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
ゅ
う
廿
析
と
総
合
が
木
村
氏
の

ゆ
ラ
そ
れ
と
全
〈
内
容
を
具
に
す
る
こ
と
は
後
に
ふ
れ
る
Q

第
一
の
非
陸
型
的
・
沼
式
的
・
個
別
的
・
静
態
的
方
法

r
つ
い
て
む
あ

る
が
、
こ
れ
は
さ
き
に
も
指
摘
し
た
如
〈
、
従
来
の
大
部
分
の
曾
計
与
す

が
無
意
識
的
に
Lr
一
っ
て
来
允
研
究
方
法
で
あ
る
e

と
の
方
法
に
つ
い
て
、

畠
中
氏
は
弐
の
如
く
い
ζ
J
O

即
ち
、
「
非
歴
史
的
方
法
と
ほ
理
論
の
匡
史

性
を
認
め
ず
し
て
現
在
位
曾
に
存
在

f
る
綿
て
の
極
済
関
係
に
安
雷
す
る

第
七
十
二
巻

包

第
四
披

プて

理
論
の
樹
立
を
志
す
方
法
で
る
る
。
形
式
的
方
法
と
は
具
体
的
現
震
や
理

論
時
間
立
点
と
な
さ
ず
し
て
、
寧
ろ
逆
に
一
定
の
理
輸
的
構
想
を
前
提
と

な
L
、
と
れ
よ
り
現
置
関
係
を
説
明
す
る
と
と
に
よ
っ

τ理
論
を
形
式
せ

ん
と
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
同
時
に
抽
象
的
方
法
で
あ
る
。
個
別

的
方
法
と
は
、
総
体
的
観
察
を
な
さ
ず
し

τ、
個
別
的
な
取
引
関
係
か
ら

出
立
し

τ理
論
を
抽
出
す
る
古
法
で
あ
る
@
静
磁
的
方
法
と
は
費
本
欄
環

の
詩
的
方
面
、
即
ち
貸
借
劃
照
衰
を
理
論
の
出
立
点
と
す
る
方
法
で
あ

る
。
」
と
U

木
村
和
三
郎
氏
は
、
右
の
よ
ラ
な
研
究
方
法
を
「
勘
定
形
式

的
計
算
嵐
考
一
と
呼
び
、
従
来
か
ら
一
部
内
曾
計
撃
者
は
こ
の
「
勘
定
形

式
的
計
算
鼠
考
」
を
以
亡
曽
計
悶
阜
の
研
究
方
法
の
特
有
の
も
の
と
し
て
い

る
が
、
買
は
こ
の
「
勘
定
形
式
的
計
算
且
考
」
そ
の
も
の
は
宮
計
四
阜
の
研

究
方
法
で
は
な
く
E
研
究
針
禦
の
一
部
で
あ
る
と
苫
れ
て
い
る
。
そ
し
て

氏
は
、
こ
の
よ
4
な
誤
り
の
生
じ
た
理
由
は
」
責
務
庭
理
の
一
つ
の
特
有
な

方
法
が
皐
と
し
亡
の
曾
計
器
の
研
究
方
法
と
誤
解
但
渇
さ
れ
た
か
ら
で
あ

り
、
事
務
随
理
の
方
式
H
H
方
法
と
草
間
の
研
究
方
法
と
は
別
個
の
も
の
で

あ
る
。
L
と
い
わ
れ
る
。
私
は
、
と
の
よ
ラ
な
一
例
を
阪
本
安
一
氏
の
「
勘

定
的
思
考
方
法
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
の
で
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
い

る
c

ま
た
、
こ
の
系
統
の
研
究
方
法
を
考
察
す
る
に
際
し
、
プ
ム
ベ
ル
グ

め

の
い
う
「
目
的
論
的
研
究
方
法
」
な
る
分
類
も
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
被
は
「
目
的
原
理
に
付
し
う
る
も
の
は
行
矯
だ
け
で
、
現
象
は
そ

ム
し
な
い
U

」
と
し
て
、
自
己
の
研
究
方
法
を
「
因
果
論
的
研
究
方
伊
」

と
し
て
い
る
が
、
私
は
彼
を
含
め
て
従
来
の
大
部
分
の
曾
計
墜
者
の
研
究



方
法
は
こ
の
且
的
論
的
研
究
方
法
で
な
い
か
と
考
え
て
い
見
。
大
康
俊
郎

氏
の
従
来
の
曾
計
単
に
特
有
の
幼
稚
な
形
式
論
理
え
の
批
判
も
ま
た
、
大

い
に
傾
聴
に
値
い
ず
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
阿
国
は
、
曾
計
単
者
が
九
百
計

目
的
を
云
々
す
る
場
合
大
か
れ
少
か
れ
無
意
識
的
に
陥
つ

τい
る
一
つ
の

迅
弊
で
あ
る
と
い
え
な
い
だ
ら
う
か
。

最
后
に
、
最
近
の
曾
計
撃
の
研
究
方
法
に
於
け
る
一
つ
の
特
徴
的
な
傾

向
と
し
て
の
1

「
進
化
論
的
研
究
方
扶
」
の
問
題
に
是
非
と
も
二
百
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
最
近
の
大
部
分
の
曾
計
撃
者
が
壬
の
論
事
の
渦

中
に
あ
る
ム
阿
南
計
阜
の
領
域
え
の

ω曾
計
公
準
、
間
官
計
以
則
、
閉
経

情
理
論
の
議
〈
の
問
題
は
曾
ニ
叶
場
方
法
論
の
翻
ぶ
か
ら
一
個
の
改
良
主
義

的
研
究
方
注
の
辿
用
の
問
題
で
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
は
、
な
る
ほ

ど
表
面
上
目
曾
計
阜
の
研
究
方
法
の
進
他
と
し
ζ

反
映
さ
れ
て
い
る
。
け

れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
本
質
的
に
曾
計
四
宇
の
侍
統
的
た
研
究
方
法
え

る
目
的
輸
的
研
究
方
法
や
懇
営
の
立
場
を
揚
棄
し
は
し
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
う
し
た
新
し
い
傾
向
位
、
曾
計
阜
の
刷
究
方
法
を
問
題
と
す
る
場

合
見
逃
し
て
な
ら
な
い
一
点
で
あ
る
。
山
惜
し
、
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
こ
と
む
は
間
愛

L
t他
日
を
期
寸
る
と
と
ふ
し
た
い
。
た
ピ
問
題
を

曾
一
訂
原
則
に
限
定
し
て
考
え
て
見
て
内
、
曾
計
一
白
血
則
が
必
ず
し
も
「
財
務

諸
表
に
於
げ
る
最
善
の
も
の
え
の
道
標
」
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
企
業

の
台
計
笥
践
が
自
ら
ま
た
「
企
業
曾
計
原
則
の
み
に
依
存
す
る
危
険
性
を

日
削
除
す
る
自
絹
F
7
v一
こ
ら
日
は
な
ら
ぬ
現
貨
の
込
る
と
と
を
指
摘
し
亡

近
代
首
計
単
の
方
法
論
的
一
考
察

お
金
口
た
い
。

ω、
ω
畠
巾
一
一
隅
一
、
前
掲
言
、
六
八
七
二
頁
@
仰
木
村
和
三

郎
、
前
掲
論
文
。
同
プ
ム
ペ
ペ
グ
、
前
掲
昔
、
一
六
六
頁
。

問
、
削
木
村
和
三
郎
、
前
掲
論
文
。
M
W
阪
本
安
一
、
前
掲
論
文
。

mw、
例
プ
ム
ペ
ル

r、
前
掲
一
一
宮
一

O
六
責

cω
同
ヒ
、
一
一
七
頁
ω

仰
犬
同
州
俊
郎
、
前
掲
論
文
。
州
制

H
l

。
Eロ
自
白
巴

E
E
E
』
H
H

宮
門
円
。
【
同
日
目
。
ロ

z
n
o
G
C
E百
〉

2
0
5昨日ロ
m
m
Eロ
色
白
骨
・

M
M

司
悶
奥
村
誠
次
郎
「
曾
計
担
論
と
賢
務
と
の
諸
問
題
」
〔
企

莱
曲
目
訂
、
昭
和
二
七
年
一
二
月
号
)
。

四

合
計
皐
り
方
法
論
的
訪
問
の
第
三
の
課
題
は
、
研
究
視
点
の
問
題
で
あ

る
G

そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
ζ

は
、
曾
計
器
者
に
通
弊
と
も
い
う
べ

き
吐
曾
経
済
的
研
究
視
点
の
欠
除
か
ら
く
る
「
協
瞥
の
士
場
」
と
い
う
も

の
が
問
問
と
な
る
G

従
っ
て
、
私
は
と
l
A

で
も
、
と
の
研
党
臨
点
の
問
閣

を
、
一
川
社
曾
組
済
的
研
究
腕
点
止
、
問
個
別
問
山
尚
的
研
究
観
点
と
の
一
一

つ
の
系
統
に
分
類
し
て
考
察
ず
る
。

第
一
の
社
首
題
協
同
的
研
究
問
点
は
、
木
村
和
三
郎
氏
の
衣
の
よ
う
な
言

葉
が
こ
れ
を
代
表
し
て
い
る
。
「
あ
ら
ゆ
る
経
済
上
の
諸
制
度
が
模
商
法

則
性
に
従
つ

τ、
却
、
資
本
の
運
動
法
則
に
附
醸
し
て
生
成
し
、
設
展
し

消
滅
す
る
こ
と
は
基
木
的
命
題
と
し
て
詮
問
ず
み
で
あ
る
。
簿
記
曾
計
上

の
語
原
則
、
諸
理
論
、
語
形
式
も
亦
と
め
例
制
円
で
あ
り
得
な
い
L
E

そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
研
究
観
点
は
、
同
部
利
良
民
の
「
曾
計
事
の
担
論
的
性

第
七
十
二
金

入

第
四
日
間
山



近
代
倉
計
事
の
方
法
論
的
一
考
察

格
」
に
つ
い
て
の
時
時
や
宮
上
一
男
氏
の
「
工
業
曾
計
制
度
り
研
噌
」
を

共
通
に
疏
れ

τ
い
る
し
、
中
付
万
次
此
の
「
努
働
関
係
と
企
業
陣
中
耳
」
の

観
点
を
形
成
し
ζ

い
る
。
こ
ふ
れ
ら
の
研
究
問
点
こ
干
、
現
代
資
本
主
義
の

基
本
的
怨
商
法
則
が
濁
占
資
本
の
具
体
的
な
資
京
循
趨
過
程
を
ど
の
よ
う

に
買
ぜ
'
も
の
で
あ
る
か
を
胴
ら
か
に
し
、
主
た
b
iふ
る
濁
占
資
本
の
曾
計

制
度
が
と
の
過
程
で
如
何
な
る
役
割
を
果
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
寸
る

も
の
で
あ
る
。

第
一
一
の
個
別
経
消
的
研
究
問
点
は
、
阪
本
安
一
氏
の
「
曾
計
墜
の
性
格

と
企
諜
曾
計
印
公
泊
中
」
な
る
一
交
に
よ
れ
を
硲
認
す
る
と
と
が
出
来
る
。

即
ち
、
阪
本
氏
は
い
わ
れ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
現
震
の
企
業
人
百
計
が
、
主

と
し
て
資
本
家
閣
官
級
の
た
め
に
利
用
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
曾

引
撃
は
資
本
家
の
立
場
に

t
っ
て
資
本
家
階
紐
の
た
め
に
行
わ
れ
る
堕
問

で
あ
る
と
叫
制
定
し
工
作
な
ら
な
い
。
吐
A

司
自
科
墜
の
研
究
の
た
め
に
は
、
志

く
ま
で
も
陪
史
的
事
責
を
客
間
的
に
杷
摂
ナ
ム
U

と
と
が
必
嘆
で
あ
る
。
そ

の
研
究
の
府
泉
が
、
如
何
に
利
用
せ
ら
れ
る
か
は
、
敢
え
て
科
阜
の
問
r
h
J

所
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
科
翠
と
し
亡
の
曾
計
唱
に
お
い
て
は
歴
史
的
事

賓
の
客
間
的
把
握
の
た
め
に
、
企
業
経
管
に
お
付
る
資
本
家
玄
聞
を
認
め
一

な
が
ら
も
、
市
民
吐
曾
の
重
要
な
一
。
構
成
分
子
と
し
て
の
精
管
の
立
場
を

と
っ
て
、
こ
れ
を
観
察
し
理
解
t

ず
る
の
で
あ
る
よ
と
o

こ
れ
こ
そ
正
に
、

科
阜
の
堕
落
で
あ
ろ
ラ
。
坂
本
氏
は
、
少
く
と
も
こ

L
E
は
、
車
問
の
立

場
と
事
務
開
処
理
の
立
場
と
を
問
ら
か
に
と
り
違
え
て
お
ら
れ
る
。
「
商
人

世
曾
の
所
持
=
E
あ
る
簿
記
や
曾
計
の
世
界
で
は
、
そ
の
問
題
の
提
起
が

第
包
十
三
金

九
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四
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六
回

『
商
人
色
に
基
礎
を
お
く
の
は
掌
然
だ
と
い
う
常
識
舎
が
、
こ
も

は
曾
計
瞳
者
阪
本
氏
の
頭
脳
士
安
田
し
て
い
る
よ
P

つ
に
息
わ
れ
る
。
阪
本

氏
に
は
、
曾
計
閥
単
は
今
日
「
世
曾
科
堕
が
担
え
J

共
通
の
課
題
に
創
造
的
に

潟
力
ず
る
の
で
な
け
れ
ば
草
間
と
し
て
は
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
い
う
意
味
が
、
少
し
も
理
解
さ
れ
ご
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
然

L
、
問
題
仕
阪
木
氏
に
限
定
さ
れ
な
い
。
曾
計
阜
の
主
要
な
闘
心
が
個
別

樫
慣
に
集
中
す
る
と
い
ラ
と
と

11
禽
計
単
の
研
究
明
点
が
個
別
認
済
的

研
究
開
点
で
あ
る
と
い
ラ
こ
と
L

の
混
同
は
、
多
く
の
曾
計
撃
者
が
と
も

ナ
れ
ば
隠
h

り
勝
ち
な
過
ち
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
の
多
〈
の
曾
計
単

者
に
共
通
の
個
別
鵠
済
的
研
究
問
点
と
そ
、
震
は
長
レ
問
料
皐
と
し
て
の

曾
計
畢
の
成
士
を
妨
げ
て
来
た
最
も
大
き
な
わ
ざ
わ
い
だ
勺
た
と
い
え
よ

う。凡
て
の
曾
計
阜
者
に
今
日
暫
請
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
諌
関
は
、
個
別
組

慣
を
個
別
経
済
自
体
の
中
に
認
識
す
る
の
で
は
な
く
、
個
別
叡
摘
を
世
曾

間
慣
の
現
賞
の
中
に
再
認
識
す
る
と
い
ラ
と
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
は
ま
た
、
曾
計
母
方
法
論
の
面
か
ら
い
っ
て
、
研
究
杭
点
の
個
別
経

間
的
研
究
問
点
か
ら
祉
曾
寝
酒
的
研
究
開
点
え
の
移
動
の
問
題
と
し
て
要

請
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ω
木
村
和
三
郎
「
金
融
濁
占
下
に
お
け
る
雷
計
理
論
の
襲
貌
」
〔
密
画

評
論
、
昭
和
二
六
年
六
月
号
)
。

仰
阿
部
利
具
-A世
田
計
開
阜
の
理
論
的
性
椅
L

(
曾
計
、
昭
市
一
一
七
年
一

一
一
月
号
)



間
宮
土
一
男
「
工
業
曾
計
制
度
の
刷
究
」
山
川
出
版
社
。

ω
中
村
万
次
「
労
働
関
係
と
企
業
担
割
」
(
曾
計
、
昭
和
二
五
年
=
一

月
号
d
o

m
隈
本
安
一
、
前
掲
論
文
。

側
、
例
合
崎
堅
)
一
「
曾
計
に
お
け
る
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
の
再
確
認
」

〔
企
業
合
計
、
昭
和
二
λ
年
五
月
号
)
。

む

-t 

u' 

】
曾
計
墜
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
う
一
伺
の
悶
い
に
始
ま
っ
た
小
稿
は
、

再
び
ζ

L
で
同
じ
問
題
に
立
ち
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
と
の
小
稿

の
そ
も
そ
も
の
出
畿
点
は
、
三
年
前
に
溜
る
私
自
ベ
1
ト
ン
研
究
の
課
程

で
起
っ
た
曾
計
阜
と
い
う
一
個
の
車
問
領
域
そ
の
も
?
え
白
-
つ
の
疑
問

で
あ
る
。
曾
計
単
と
い
わ
れ
る
一
個
の
塑
問
領
域
が
成
立
す
る
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
堕
問
な
の
か
o

b

L

る
睦
問
領
践
で

は
、
モ
の
研
究
針
象
は
何
で
あ
り
、
そ
の
研
究
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
そ
の
研
究
腕
点
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ベ

1
ト
ン
の
一
九

一
λ
年
の
庖
女
作
を
手
始
品
に
彼
の
一
連
の
著
作
を
調
み
つ
ぽ
け
る
過
程

で
、
私
の
脳
裡
を
紹
え
ず
支
臨
し
た
-
個
の
問
い
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
曾
計
堕
界
の
一
方
の
椎
と
い
わ
れ
る
埋
輸
家
4

1
ト

近
代
曾
計
阜
の
方
法
論
的
一
考
察

ン
の
著
作
そ
の
も
の
が
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
問
い
に
み
ち
み
も
亡
い
た
か

ら
で
も
あ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
、

4
i
ト
ン
の
考
え
方
自
体
は
、
曾
計

恩
土
の
所
間
開
通
掛
か
ら
遺
品
に
距
離
を
保
っ
て
い
る
。
私
は
、

ζ

L
で、

4

1
ト
〆
が
投
げ
か
け
て
き
た
曾
計
陸
方
法
論
の
問
題
を
、
圃
へ

l
ト
ン
の

外
で
と
の
よ
p
h
J

に
ま
と
め
て
み
た
わ
け
で
あ
る
G

一
つ
に
は
ベ

t
ト
シ
を

理
解
す
る
た
b
に
は
一
度
ベ

1
ト

ν
彰
離
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が

た
め
と
、
一
つ
に
は
曾
計
皐
上
の
所
間
開
通
読
を
知
ら
ず
し
て
は
ま
た
ベ

1

ト
ン
が
理
解
で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、

ζ

L
で
再
び

.へ
1
ト
ン
に
反
り
、
そ
し
工
、
今
度
位
ペ

i
ト
ン
白
中
で
こ
の
同
じ
」
個

白
問
題
を
考
え
直
し
て
み
た
い
と
思
う
。
私
が
研
究
方
法
の
個
庖
で
「
進

化
論
的
研
究
方
法
」
白
問
題
に
多
少
ム
れ
な
が
ら
問
題
を
素
通
り
し

t
来

た
白
は
、
買
は
こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
亡
父
あ
っ
た
G

官
計
原
則
の
制
定
、
曾
計
雑
詰
の
氾
濫
、
曾
計
問
題
の
錯
綜
喝
こ
れ
ら

の
ζ

と
は
果
し
て
一
個
の
科
墜
と
し
て
の
曾
計
躍
の
謹
展
を
約
束
す
る
も

白
な
の
だ
ろ
う
か
。
曾
計
韻
者
は
、
果
し
て
今
日
、
盆
々
そ
の
数
を
増
し

つ
L
あ
る
曾
計
諾
段
値
の
山
中
に
生
活
す
る
人
間
的
問
嗣
を
、
枇
曾
の
問
題

を
、
ど
れ
程
賞
創
に
考
え
て
い
る
の
だ
ら
う
か
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
問

い
を
以
て
小
稿
を
結
ぶ
ζ

と
に
す
る
。

第
七
十
二
巻

O 

第
四
腕

円五


